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はじめに 

 

本稿は、自身の修士論文研究において現代

台湾人女性の高度な社会参加傾向を描き出

すにあたり、植野弘子「父系社会を生きる

娘―台湾漢民族社会における家庭生活とそ

の変化をめぐって―」（以下「植野

（2011）」）を分析枠組みに据えることを試

みた論考である。植野（2011）は、それま

でスポットライトを浴びることの少なかっ

た台湾漢民族の家族における娘の役割に注

目し、親と娘のつながりを再考するもので

ある。日本植民地期の高等女学校で学んだ

台湾人女性の日常生活についての語りの分

析から、彼女たち自身、家族関係、そして

台湾社会がより生き生きとイメージできる

構成となっている。また親と娘の関係に焦

点を当てる視点は、1 人の人間の人生を連続

的に捉えることも可能であるし、台湾社会

一般の動きとして捉えることもできる、多

方面に応用可能な視点であると考えられ

る。 

2016 年に初の女性総統が誕生、World 

Economic Forum（2020）による「ジェン

ダーギャップ指数（Global Gender Gap 

Index : GGGI）」ではアジア最高位の 29 位1

（日本は 153 カ国中 121 位）をマークする

など、女性活躍という側面が注目されるこ

とが何かと多い台湾である。しかし植野

1 台湾については World Economic 

Forum が公表していない為、台湾行政院

（2011） によれば、1897 年に台湾人女子

のための教育の場として、台北に国語学校

第一付属学校女子分教場が設立された当

時、良家の娘は外に出て人目にふれるべき

でないとの観念が強かったという。日本植

民地政府により近代教育が進められていく

新しい時代を生きた彼女たちを、植野は

「変化した現代女性の原型」と表現する。

彼女たちの語りに、彼女たちの親もまた社

会の変化に対応していこうとし、彼女たち

自身の判断の背景に親の考えやアドバイス

があった、との内容が含まれていることも

興味深い。彼女たちの人生が、自らの志向

だけでなく漢民族の強い親族ネットワーク

の枠組みの中で決定付けられていった部分

が大きいこと、そして彼女たちの親の柔軟

な対応力についても、注意を払いたい。 

複数の国家に統治されてきた歴史を持つこ

とや多民族国家として知られる台湾は、「重

層的な社会」として多数の先行研究におい

て慎重な姿勢で論じられているが、日本社

会一般にそうした理解が定着しているとは

まだまだ言い難いだろう。賞賛や、日本も

見習うべきという文脈で語られることも多

い台湾女性の社会進出だが、一方で職場内

や家庭内でのジェンダー不平等の存在を明

らかにした張（2010）のように、台湾社会

の課題を提示する向きもある。「○○がアジ

ア最高位」などという単純な表現だけで台

性別平等處（2020）による同手法の計算

結果。 
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湾を語ることはできないということを、よ

り一般的な認識として理解を促していく必

要があると感じる。 

自身の修士論文研究においては、現代台

湾人女性における高度な社会参加傾向を説

明したいのであるが、本研究ノートはその

ための一つの道筋として、近代教育を受け

た女性たちの語りを通じて家族関係の変化

を描こうとした植野（2011）の視点を援用

する可能性を問うものである。なお、その

ような趣旨で書かれたものであるため、植

野（2011）に描かれた内容を網羅的に紹介

するものでない点にご容赦をいただきた

い。 

まず 1 章では植野（2011）から、自身の

予定している日本在住の台湾人女性への聞

き取り調査に際し、特に重要と思われる箇

所を紹介する。次ぐ 2 章では、より新しい

時代の詳細なデータを示すなどしながら、

台湾社会やその変遷について整理する。最

後の 3 章では、植野（2011）によって提供

された気づきを踏まえ、自身の今後の研究

の展望と課題について述べる。 

 

1 章 娘と親とのつながり 

 

 「結婚以前の家族との関係を見ずに、人

の一生を語ることはできない」（植野

（2011））。父系社会における親族・家族に

まつわる先行研究においては、男性同士の

つながりや、女性についても婚姻後の婚入

集団における諸関係に注目する傾向があっ

たことを省み、親と娘の生涯にわたるつな

がりを読み解くことから、父系社会におい

て男女が、親として子として生きるありさ

まを描き直すことが植野（2011）の目指す

ところであった。その中で自身に特に重要

と思われる項目 3 点について以下に整理す

る。 

 

1-1. 娘から生家へ − 儀礼的役割にみる娘の

存在の重要性 

 

婚前婚後を通じた儀礼の中に娘のなすべき

ことが組み込まれていることは、親に対す

る娘の重要性を示すものであるとし、植野

（2011）では伝統的婚姻儀礼としての、花

嫁と生家との断絶を意味する儀礼、花嫁と

生家とを繋ぐ儀礼の存在に言及されてい

る。以下では後者に注目し紹介する。 

結婚式翌日などに行われる里帰りの際、婚

家に戻る夫婦に妻の生家から贈られる<𤆬路

鶏> と呼ばれる雌雄の鶏がある。生家に戻

る道を忘れないための「道案内の鶏」、雌雄

であることは子孫繁栄を意味している。ま

た親の死に際しては、その知らせを受け取

った娘は生家に泣きながら戻らなければな

らない。出棺においても娘たちが供物を出

すことが求められる。死後７回行われる供

養儀礼のうち３回目は娘が行うもので、娘

たちはみな生家に戻り供物を用意する。婚

出してこそ親に対して娘としての儀礼的な

つとめを果たすことができることから、未

婚の娘にはこの義務はない。 

親と息子の関係性が論じられることの多か

った漢民族社会における家族関係におい

て、娘が一定の役割を演じていることにつ

いては、植野（2011）の聞き取り調査でも

女性たち自身によるその実践が語られてい

る。そしてこの供養の慣習は現在において

も継続しており、生家における娘としての

儀礼的役割の意義は変化していないとい

う。 

  

1-2. 生家から娘へ − 経済的援助・贈与にみ

る親のサポート 

 

 婚出の際、娘は生家の親から持参財〈嫁

粧〉を受け取る。その後も家屋の新築・改

築の際にも生家からの経済的援助があり、

- 17 -



娘夫婦の家族の繁栄を願う形式化した行為

であるという。この生家から娘への経済的

援助・贈与は、前項で述べた、婚出後の娘

の生家での儀礼的役割と対応するものであ

る。婚出した娘は生家の親から援助を受

け、その親の死に際には夫と共に、子とし

ての役割を果たす。植野（2011）は女性た

ちの語りから、生家の父にとってその娘

は、婿という自らを援助してくれる関係者

を繋ぐ存在であったと分析し、娘の存在を

通じて、姻戚関係を結んだ家族との相互的

関係がより的確に把握できるとしている。 

  

1-3. 娘の表象的役割 

 

 植野が聞き取りを行ったのは、高等女学

校教育を受けた女性たちである。1895 年か

ら始まった植民地統治のスムーズな遂行の

為、台湾人女性に対する近代的学校教育の

必要性が説かれるようになった。そうした

古い体制から新しい体制への変化の時代を

生きたのが彼女たちである。 

 植野（2011）で考察されるのが、家族の

表象としての娘の役割である。いかなる花

嫁道具をもって嫁ぐのかによって、娘はそ

の家の経済力を示した。そして近代教育が

台湾に持ち込まれるようになると、それま

で人目に触れることのなかった良家の娘が

家の外に出るようになる。高等女学校生と

いうハイカラな娘の姿は、財力とともに、

親の新しい時代への即応力をも投影してい

た。 

植野（2011）によれば、かねてより娘が花

嫁として行ってきたことを近代的な学生と

して行うという新しい形の出現において、

娘が家族の表象であるという親と娘の関係

の本質は変わっていないという。女性たち

の語りにも、勉強の成績が良いと父が喜ん

だというエピソードが登場している。成績

優秀な娘、そしてこの後に触れるが確実な

職を持つ娘は、親の誇りなのであり、この

点は現代にも共通する。植野（2011）の親

と娘の関係性に注目した視点によって、娘

の家族を表象する役割が過去から現在まで

通ずるものとして存在していることが明ら

かになった。 

  

 

2 章 現代台湾人女性の「社会進出」 

 

 私は 2014 年〜2015 年に台湾に滞在して

いたが、この時に出会った台湾人女性たち

は、学業や仕事、プライベートすべてにお

いて活動的であるように私の目には映っ

た。なぜそれが成り立つのかという疑問が

自身の研究の根底に横たわる問いである。

彼女たちに対しこのような印象を抱く日本

人は私以外にも沢山いるのではないかと思

う。上記の問いに対しアプローチする為の

下準備として、台湾人女性を取り巻く社会

的状況を他の先行研究を参照しながら以下

で整理する。尚、植野（2011）で焦点が当

てられている高等女学校生は、植野自身が

述べているように裕福な階層出身であるの

で、ここではそうした限定を外し、より台

湾社会一般の状況に注目したい。前述した

ように、植野（2011）の聞き取り調査対象

者たちが生きたのは日本統治時代からその

後の戦後の中華民国政府の時代であり、旧

来の家族観や男女役割意識が大きく変化し

た時代である。植野（2011）によれば、現

代では男女均等に教育機会があり、就業

し、より高い学歴をもつ人ほど、家族の援

助を得て結婚後も就業継続することが可能

だという。 

それでは実際の変化について数字でみてい

く。まずは二年制と四年制をあわせた高等

教育進学率をみてみると、統計開始の 1978

年は男性 5.25%、女性 2.77%（分母は中学

以下などすべての学歴を含め 100）であっ
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たが、そこから上昇を続け、1999 年男性

12.17%、女性 10.16%と初めて全体の 1 割

を超えた。2011 年には男性 18.89%、女性

18.99%と初めて女性が男性を上回り、2020

年では男性 21.96%、女性 25.61%となって

おりここ数年男性は 21％台、女性は 25%台

で微増減しながら推移している（行政院主

計總處 2021）。 

 高等教育を受けた女性の就職率がもっと

も高いことについては、植野（2011）の

他、斧出・藤田（2007）、瀬地山（2017）、

寺村（2021）でも同様の言及がある。学歴

別女子労働力率をみると 2012 年大卒以上

78.3%、短大卒 71.1%、高卒 62.3%、中卒以

下 27.8%というように、台湾は学歴上昇に

対応して有業率が上がる社会である（瀬地

山 2017 ）。 

瀬地山（2017）は、台湾と、学歴上昇に対

応し就業率が上昇しない韓国、台湾と比べ

緩やかな上昇になる日本の差異は、文化規

範により生じると説明した。学歴上昇に応

じて女性の労働力率が高くなるか否かが、

その社会での女性の社会的地位を考える上

で重要であり、高学歴になるほど労働力化

が進む社会は、女性労働のイメージが高階

層のものになり、主婦の相対的地位が下が

りやすいという。 

台湾と日本の、都市と地方の専業主婦比率

と週間労働時間の比較を行った寺村

（2021）によると、日本の専業主婦率は都

市で 42%、地方で 38%、台湾では都市で

20%、地方で 25%となっており、日台の比

較において日本のほうが専業主婦率が高

い。また都市で専業主婦が多い日本、逆に

地方が多い台湾という違いがある。この理

由として日本の都市部では男性の賃金が高

いことから男女分業が可能となっているこ

と、台湾の地方ではいまだ保守的価値観が

根強いことがあげられている。週間労働時

間については日台ともに都市と地方で専業

主婦率ほどの大きな差はないが、日台の比

較でいうと台湾は長時間労働になってい

る。この理由として育児の外部化があり、

地方では専業主婦自ら行う家事・育児を、

都市部ほど親族などのサポートを得ながら

生きているという。 

寺村（2021）は更に、高学歴化に伴う晩婚

化によって出産への諦めがより明確にあら

われていると指摘する。台湾の平均初婚年

齢は 2019 年男性 32.6 歳、女性 30.4 歳、参

考に日本は男性 31.2 歳、女性 29.6 歳であ

る。台湾においては共働きであること（夫

婦ともに収入が高いこと）が幸福度を上

げ、結婚や出産が特に女性の幸福度を上げ

ない（むしろ出産後は下がる）というデー

タについても、一定のインパクトがある。

台湾では共働きで女性も男性同様の長時間

労働で家事育児負担が大きく、祖父母の育

児サポートでも補い切れていない可能性が

あるというものである。 

高学歴女性増加によって、学歴による賃金

格差が拡大した一方で、男女賃金格差は縮

小した。就労に意欲をもつ女性たちが、親

族やベビーシッターのサポートを得ながら

就労する（斧出・藤田（2007））というの

が、台湾社会でよく見られる光景であるこ

とに間違いなさそうだが、寺村（2021）で

取り上げられる出産を諦める女性、親族に

よる育児サポートでも不足している可能性

などを鑑みると、台湾における育児環境に

ついての今後の動向を注視する必要があり

そうだ。 

 

3 章 修士論文研究に向けて 

 

 以上、現代台湾人女性の高度な社会参加

傾向を説明するための一つの道筋として、

娘の役割に注目することで家族関係を再考

しようとした植野（2011）の視点を援用す

る可能性を探ってきた。「『娘』に視点を置
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いて考察することは、婚姻によって帰属を

変更する女性の一生を分断せずに捉えう

る」（植野 2011）。晩婚化、離婚率上昇が進

む社会において、1 人の人生を捉えようとす

るこの視点はより重要性を増すと考えられ

る。 

自身の修士論文研究においては、日本に定

住している台湾人女性を対象としたライフ

ストーリーの聞き取り調査を予定してお

り、現時点では以下２点の問いがある。 

1 点目は、日本に定住している台湾人女性

が、具体的にどのようにして親族とサポー

トし合っているかである。台湾人女性の高

度な社会参加の背景には、親族からの家

事・育児のサポートがあり、お返しに親へ

の経済的援助や老後の世話を提供するとい

う関係性があるということは、植野

（2011）などの先行研究によって既に定説

化しているが、日本に定住する彼女たちと

台湾に住む親族は、そうしたやり取りを物

理的距離によって簡単に行うことができな

い可能性が高い。文献調査と自身の聞き取

り調査から、彼女たちが具体的にどのよう

な行動を取っているのか明らかにしたい。 

2 点目は、上記を受けて、強固と言われて

きた漢民族の親族ネットワークにおいて、

親と娘の関係の変容や文化規範の揺らぎに

よって、新しい関係性の形が生まれている

のではないかという点である。 

尚、植野（2011）による娘の儀礼的役割

にしても親族による家事・育児サポート、

そのお返しの老後の世話にしても、結婚後

の娘と親との関係である為、未婚の娘と親

との関係については、これから十分な調査

が必要である。学生時代を終えた後に未婚

の状態で就労をする期間が長くなっている

現代の台湾人女性は、自由に使えるお金も

増え、より自らの意志に基づいた社会参加

を日常的に実践していると言えるだろう。

台湾人女性の中でも最も高度な社会参加を

行っている可能性があるという観点から、

未婚の台湾人女性への聞き取り調査も実施

したい。 

台湾で生まれ育った台湾人である彼女た

ちが、日本でどのような「社会進出」を

日々送っているのかは非常に興味深い。植

野（2011）で描かれた新時代に対応し開明

的な思考を身に着けて行った親と娘のよう

に、台湾社会・台湾人全体が変化に対して

臨機応変に対応する術を元来身につけてい

るのだとしたら、その社会から学ぶことは

大きいはずだ。 
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